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1. 本誌は歯科医学の研究や教育に関して特定のテー
マに基づき，総説あるいは啓発的・解説的な論文
を主体に掲載する。本学部の教員は下記の規定に
従い，誰でも投稿することが出来る。投稿論文の
採否は，編集委員会が決定する。

2. 本誌は年 1回発行する。

3. 論文の掲載は受理の順とする。ただし編集委員会
より特に依頼した原稿については，別に委員会が
定める。

4. 掲載料は無料とする。別刷の希望は受け付ける
が，費用は自己負担とする。

5. 原稿は A4版にワープロで作成し，必要により，
CDをつけて提出する。

6. 表紙（原稿第一枚目）には，1） 表題，2） 著者名，
3） 所属，4） 欄外見出し （和文25字以内），5） 図表
の数，6） 原稿の枚数，7） 別刷請求部数（朱書），8）
編集者への希望などを書く。

7. 英文抄録（Abstract）をつけ，その表紙には，1） 
タイトル，2） 著者名，3） 所属，4） Key words 
（5 words以内），5） 抄録本文は250語以内とする。

8. 和文中の外国文字はタイプとし，和綴りにすると
きは片かなとする。イタリック指定をしたいとこ
ろは，アンダーラインを引きその下にイタリック
と書く。動物名などは原則として片かなを用いる。
単位及び単位記号は，国際単位系による。

9. 本文の欄外に赤字で図表を挿入すべき位置を指定
する。

10. 項目分は，Ⅰ， Ⅱ，……さらに A， B ……さらに
1， 2 ……さらに a， b ……というように分ける。

11. 文献表の作り方
　1） 本文中に文献を引用するときは文中の該当する

箇所または著者名の右肩の引用の順に従って，
番号を付ける。3人以上連名の場合は，“ら”ま
たは “et al.” を用いる。

例 1  ：前田ら3) によれば……
例 2  ：Hodgkin & Huxley1) によれば……
　2） 末尾文献表は引用の順に整理し，本文中の番号

と照合する。著者名は，  et al.と略さず全員を
掲げる。

　3） 雑誌は著者：表題，雑誌名，巻，頁 （始－終），
西暦年号の順に記す。

　例 1：	 3）前田敏宏，渡辺　武，水野　介，大友信
也：B 型肝炎ウイルスに対するモノクロナー
ル抗体．細胞工学，1, 39-42, 1982

　例 2： 1）Hodgkin, A, L. & Huxley, A. F.：The 
components of membrane conductance in 
the giant axon of Loligo. J. Physiol. （Lond.）, 
116, 473-496, 1952

　4） 単行本は著者名，書名，版数，編集名，章名，
引用頁，発行所，その所在地の順に記す。論文
集などの場合は雑誌に準じるが，著者名：章名，
書名，版数，編集名，引用頁，発行所，所在地，
西暦年号の順に記す。

　例 1 ：金子章道：視覚；感覚と神経系（岩波講座現
代生物化学 8），初版，伊藤正男編，38-57,
岩波書店，東京，1974

　例 2 ：McEll igot t ,  J .  G.  :  Chap 13,  Long-term 
spontaneous activity of individual cerebellar 
neurons in the awake and unrestrained cat., 
In; Brain Unit Activity during Behavior, lst 
ed., M. I. Phillips, Ed., 197-223, Charles C. 
Thomas, Spring-field, 1973

　 5） 孫引きの場合は原典とそれを引用した文献及び
その引用頁を明らかにし，“より引用 ”と明記
する。

　 6） 雑誌名の省略名は雑誌により決めてあるものに
ついてはそれに従い，決めてないものについて
は日本自然科学雑誌総覧（1969，日本医学図書
館協会編，学術出版会）または Index Medicus 
による。これらにないものについては，国際標
準化機構の取り決め ISO R4 （ドクメンテーショ
ンハンドブック，1967，文部省，大学学術局編，
東京電気大学出版局，39－ 42頁参照）に従う。

12. その他
　集会などの内容紹介，海外だより，ニュース，
討論，意見，書評，随筆など歯科医学または歯科
医学者に関係あるあらゆる投稿を歓迎する。但し，
採否は編集委員会が決定する。

13. 本紀要に掲載された論文，抄録，記事等の著作権
は，鹿児島大学歯学部に帰属する。

編集委員
岩崎　智憲， 　近藤　智之
齋藤　充， 　南　弘之

（50音順）
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歯学部紀要の終刊のお知らせ

鹿児島大学歯学部長　宮　脇　正　一

巻 頭 言

　平素より鹿児島大学歯学部の活動にご理解とご協力
を賜り誠に有難うございます。この度，鹿児島大学歯
学部紀要第39巻，すなわち昭和56年（1981年）以降今
日まで続いておりました紀要の最終巻を皆様にお届け
できることを，歯学部長として大変光栄に思います。
　さて，平成31年４月に平成の時代が終わり，それと
共に，歯学部紀要もその役目を終える時がきました。
鹿児島大学歯学部は，昭和52年（1977年）に桜ヶ丘
キャンパスに設置され，これまで，南九州沖縄地域で
唯一の大学歯学部として，歯学の発展に貢献してきま
した。そして，この平成の時代に，鹿児島大学におき
ましても，大学院や大学病院で医科と歯科が統合さ
れ，国立大学が法人化されるなど大学改革が行われ，
歯学部もそれに伴って大きく変わりつつあります。特
に，最近の出来事について紹介しますと，平成31年１
月に，初めて海外の協定校から学部学生を受け入れて
学生同士の交流も行うなど記念すべき第１回目の短期
研修を本学歯学部にて行いました。また，平成31年４

月に，国際交流を担当する准教授を採用する予定であ
り，さらなる国際交流の推進が期待されます。さらに，
令和元年５月に，これまで実現不可能と言われていた
学外の教育機関への施設貸与，具体的には，鹿児島歯
科学院専門学校歯科技工士科に，本学歯学部の施設を
初めて貸与する予定です。これにより，年々不足しつ
つある歯科技工士の育成にも寄与できることから，引
き続き，地域医療にも貢献して参りたいと思います。
　このように本学歯学部は，地域に誇れる，かつ世界
からも注目される存在としてこれまで活動して参りま
した。そして，令和元年６月に新たな学会を立ち上げ
ると共に，学術雑誌を発刊する予定であり，これに伴
い，歯学部紀要が39巻目でその役目を終えることにな
りました。
　創立以来，本学歯学部に賜りました数々のご指導な
らびにご支援に心より感謝申し上げますとともに，こ
れまで本学歯学部紀要をご購読いただきました皆様に
厚く御礼申し上げます。
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幕末に果たした薩摩の役割
―薩摩島津斉彬による革命―

世界遺産にどうして認められたか
顎顔面放射線学分野　馬　嶋　秀　行

　2001年８月に放射線医学総合研究所から鹿児島大学
へ赴任し，早いもので18年の歳月が流れた。私は東京
生まれ，東京育ちであるが，鹿児島は第二の故郷だと
思っている。鹿児島には桜島，黒豚，サツマイモ，お
茶，焼酎，温泉などといった誇るべきものがたくさん
ある。なかでも焼酎にはとても魅せられ，いろいろと
勉強もした。このことが高じて，国際宇宙ステーショ
ン“きぼう”に焼酎の麹菌３種と酵母３種を打ち上げ，
地上に戻ってきた麹菌・酵母を使い宇宙焼酎まで作っ
てしまった。このことは，鹿児島大学医師会報にも書
かせていただいた（馬嶋秀行，鮫島吉廣：宇宙焼酎醸
造にかけるロマン，医学部医師会報　第31号，52-54，
2011.）

　鹿児島は歴史的にもとても興味深く，明治維新の中
心人物がここ鹿児島から多く輩出している。「明治維
新」は，西欧列強から植民地化されないように，日本
を生まれ変わらせようという動きから始まっている。
幕府・薩摩・長州など，それぞれがその実現に向かっ
て動き，意見・方針が対立した。そして最後の最後に，
薩摩・長州が幕府を見限って，倒幕に踏み切り，明治
維新を断行した。「明治維新」は新たな近代国家を築
き上げる激動の時代であり，2018年はちょうど明治維
新150周年の年であった。それでは，なぜ日本は“明
治”に向かうことができたのであろうか。

　時代を遡ること，1603年徳川家康が全国を統治し江
戸幕府を開いた。その後徳川慶喜の大政奉還（1868年）
まで，約260年間江戸時代が続いた。日本は鎖国体制
を敷いていた。鎖国体制はキリスト教禁止令から始ま
り，1624年のスペイン船来航禁止，1639年のポルトガ
ル船の入港禁止を持って開始された。江戸幕府スペイ
ンとポルトガルを排除した理由の一つは，両国がキリ
スト教の布教をしながら領土拡大し勢力を伸ばそうと
していたからである。つまり江戸幕府の統治を脅かし
かねない海外からの脅威を排除しようとしたのであ
る。

　日本へ最初にキリスト教を伝えたのはフランシス
コ・ザビエル（1506年４月７日-1552年12月３日，ス
ペインのナバラ王国生まれのカトリック教会の司祭，
宣教師。イエズス会の創設メンバーの１人。バスク
人。）である。彼は1549年，８月15日に鹿児島・祇園
之洲に上陸後，２年間日本に滞在し，キリスト教布教
活動を行うも「日本より，まず先に中国で広めるべき」
と考え，1551年11月15日，トーレス神父とフェルナン
デス修道士らを残し，かわりに日本人青年４人（鹿児
島のベルナルド，マテオ，ジュアン，アントニオ）を
同行させ出帆，種子島，中国の上川島を経てインドの
ゴアを目指した。その後中国に渡り，そこで亡くなっ
ている。幕末に滞日したオランダ人医師ポンペ（1857-
1862）はポンペ日本滞在見聞記（1867-1868）の中で，
「彼ら日本人は予の魂の歓びなり」と言ったザビエル
の言葉が，ペリー率いるアメリカ艦隊の日本遠征を決
心させる原因となった。その結果として，真に広く世
界貿易と国際間の交流とに日本の門戸を開放させるこ
ととなった。」，と述べている1。ザビエルはナバラ王
国出身であるが，ポルトガルのリスボンに大航海時代
を記念した記念碑「発見のモニュメント」の中にザビ

図１



馬嶋　秀行4

エルの像を観ることができる（図１）。日本は，1858
年には通商条約を締結し，諸外国と貿易を始めてい
る。

　その数十年後，日本では秀吉が突如キリスト教に対
して態度を硬化させる事件が起こった。文禄５（1596）
年，土佐にスペイン船サン＝フェリペ号が漂着し，こ
の船の水先案内人の言葉，特に「スペイン国王がキリ
スト教布教により他国を征服していく」という話が秀
吉を激怒させたとされている2。その後，キリシタン
への迫害が始まり，秀吉は主にキリスト教宣教師に国
外退去を命じた。禁教令を出し，京都にいたフランシ
スコ会などの教徒を捕らえ，長崎に連行してはりつけ
にした。この中には日本人も入っており，後にローマ
法王によって日本二十六聖人3 に列せられている。禁
教令を受け継いだ江戸幕府は，慶長17（1612）年の禁
教令でさらに弾圧を強化した。そして，開国直後の慶
応元（1865）年，長崎の大浦天主堂のプティジャン神
父を訪ねてきた人々が，自分たちは信者だと告白し
た。彼らこそ，迫害を耐え抜き代々信仰を守り続けて
きた潜伏キリシタンだった。これが長崎の信徒発見
（隠れキリシタンの発見）であり，250年を経た2018年
６月30日には，第42回世界遺産委員会において「長崎
の教会群とキリスト教関連遺産」4 に登録された。

　さて，ポルトガル人はキリスト教の弾圧により国外
退去になるが，果たしてポルトガル人はキリスト教布
教だけを目的としていたのであろうか？
　図２に示すように，1575年オランダのメルカトルに
より発刊された東洋地図5 では，日本はさつまいもの

ような形をした島として描かれており，その中で鹿児
島は Cangoxinaと記載されている。この Cangoxinaは
大河ドラマ西郷どんにおいて，島津斉彬が持っていた
包み紙に描かれていた文字ということで紹介され，こ
れはポルトガルの地図に基づいている。このことは，
当時世界が日本の存在をすでに知っていたという証拠
である。図３に同じく1595年に刊行されたテイシェイ
ラによって描かれた日本地図6 を示す。図４にはこの
図の九州地方を拡大して示した。図中，Cangaxu:｜ma 
（鹿児島）, Saceuma （薩摩）, Osumi （大隅）, Nanga｜yxuma 
（長島） の名前が見てとれる7。これらの図は，図１と
比べるとまるで別物で，より詳細に描かれている。キ
リスト教布教のため訪れたポルトガル人が航海・貿易
で日本のことを知ることが必要であり日本を調査して
いた。その情報がイエズス会士の情報網を通じてテイ
シェイラ（1564－1604）に伝えられ，オランダのオル
テリウス（1527－1598）によって発刊にいたったよう
である。テイシェイラはイエズス会士の地図製作者で
スペイン王室に仕えていた。しかしながら，前述のよ
うに，秀吉がキリシタンの排斥を行い，ポルトガル人

図２　1575，メルカトル，アジア図 図４　1595， テイシェイラ， オルテリウス， メルカトル， 日本図

図３　1595， テイシェイラ， オルテリウス， メルカトル， 日本図



幕末に果たした薩摩の役割　―薩摩島津斉彬による革命―　世界遺産にどうして認められたか 5

は日本を去ることに余儀なくされる，秀吉はやはり先
見の明があったのであろう。

　ポルトガル，スペインは排除されたにも関わらず，
我が国の中でオランダがヨーロッパ諸国の中で唯一交
易が認められたのはなぜだろうか？その答えは，オラ
ンダはキリスト教布教をしなかったからである。オラ
ンダとの窓口である出島には，オランダ人が住み，約
200年に渡り交易を行った。オランダ人はポルトガル
人のようなキリスト教布教という失敗を繰り返さな
かった。これは，元々のオランダ人気質とも関係しよ
う。

　オランダといえばシーボルト事件8 がある。
　文政11年（1828年）９月，オランダ商館付の医師で
あるシーボルト9 が帰国する直前，所持品の中に国外
に持ち出すことが禁じられていた日本地図などが見つ
かり，それを贈った幕府天文方・書物奉行の高橋景保
ほか十数名が処分され，高橋景保は獄死した（その後
死罪判決を受け，景保の子供らも遠島となった）。こ
れは江戸で幕府天文方高橋景保が禁制品であった伊能
図をシーボルトに見せ，その写しをシーボルトに渡し
たことが発端である。シーボルトは文政12年（1829年）
に国外追放の上，再渡航禁止の処分を受けた。その後，
シーボルトは安政５年（1858年）の日蘭修好通商条約
の締結により追放が解除となり，翌安政６年（1859年）
に長男アレクサンダーを伴って再来日し，幕府の外交
顧問となっている。日本シーボルト協会10 は，よく
シーボルトとその子孫について記述している。シーボ
ルトは楠本滝と結婚しているが，次男のハインリッヒ
（小シーボルト）9, 10も日本人と結婚している。
　伊能図は上総国出身で商人だった伊能忠敬（1745年
-1818年）が1800年から1816年にかけて江戸幕府の事
業として測量・作成が行われ大日本沿海輿地全図を完
成させた11。日本を強制退去となったシーボルトは帰
国後の1840年に，伊能図をオランダでメルカトル図法
に修正した「日本人の原図および天文観測に基づいて
の日本国図」を刊行している。その精度の高さにより，
当時のヨーロッパ識者の一部に日本の測量技術の高さ
が認識されることになる。シーボルトは高野長英か
ら，医師以外の肩書は何か，と問われて，「コンテン
ス・ポンテー・ヲルテ」とラテン語で答えたと渡辺崋
山が書いているが，これは「コレスポンデントヴェル
デ」であり，内情探索官と訳すべきものである8。そ
れにしても伊能忠敬の当時の地図を作成する能力，技

術，それに費やした時間と労力には脱帽するばかりで
ある。

　昔の日本史の教科書には，日本は鎖国体制を敷いて
いたが，唯一「出島」では外国との貿易を行っていた
と記載されていたが，出島以外に薩摩が奄美と琉球の
支配をしていたという事実は驚くべきことである。こ
れは，元々は幕府の命令により行われ，これにより薩
摩は主に中国との交易を行うことになる。

　加賀100万石という言葉はよく聞くが，加賀藩の江
戸屋敷のあったところは，今の東京大学の敷地であ
る。それでは加賀藩の次に栄えていた藩はどこの藩で
あったのか？それは77万石といわれる薩摩藩である。
　薩摩は77万石であったといわれているが，実は当時
の薩摩の石高は40万石くらいであった。石高とはその
土地における生産性であり，また，この石高から公儀
への諸役負担を確定させることを目的としていた。こ
の遠い道のりの参勤交代も重い負担であったはずであ
る。では，どうして77万石を支払えたのであろうか。
これこそ，薩摩の奄美，琉球支配である。初代薩摩藩
主島津家久（1601-1638）は，1609年，奄美・琉球に
侵攻し勝利した12。1610年，尚寧王（1564-1620）は，
薩摩藩主島津家久と共に江戸へ向かい，途上の駿府に
て徳川家康に，そして８月28日江戸城にて将軍徳川秀
忠に謁見した。これにより薩摩は琉球の支配権が認め
られ，また割譲した奄美群島を直轄地とした。これに
より以前からある明との貿易を拡大することができ
た。この貿易は，幕府が許したことではあったが，そ
の貿易量はとても大きなものになり，江戸幕府は憂慮
せざるを得なくなった。NHKドラマ「篤姫」には感
動を覚える場面が随所にあったが，なぜ，薩摩の姫が
徳川家と婚姻することになったのであろうか？それ
は，11代将軍家斉の夫人が島津重豪の娘であり，家斉
は長命で50人を超す子宝に恵まれた。13代家定は病弱
で子ができなかった。それでおじいさんみたいに島津
家から夫人を迎えれば，長生きして子だからに恵まれ
ると，将軍家側から島津家に婚姻を申し込んだのだ。
一方，薩摩は貿易を通して，その当時世界でどのよう
なことがおこっているのかを知るようになる。

　この時代における世界状況は，ヨーロッパの西洋列
強が，アフリカ，アジアを植民地化することに奔走し
ていた。アジア30カ国で植民地にならなかったのはわ
ずか２カ国であり，それはタイ13 と日本である。1800
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年代の末頃には，西及び南からイギリスがタイをねら
う一方で，フランスは東からタイをねらっていたが，
両国が衝突を避けたため，タイは植民地化を免れた。
一方，日本は当時富国強兵を掲げ，西洋に飲み込まれ
ないようにしていた。どうして欧州の国々が他の地域
に進出できたのか？その背景には，ヨーロッパにおけ
る近代文化の発展が大きく関係している。大航海時
代，とりわけ16世紀から18世紀の時期に，主にヨー
ロッパ諸国はアフリカ，アメリカ大陸，アジアへの大
規模な航海が行われ，17世紀以降には大西洋奴隷貿易
が本格化し，19世紀末には植民地化が進んでいった。
約３世紀にわたりアフリカ原住民を対象として，植民
地化は展開され，西インドのプランテーション経営に
必要な労働力となった14。この背景には，ヨーロッパ
における近代の文化の発展が関係する。
　日本に対するヨーロッパにおける近代の文化の影響
は，1543年ポルトガル人をのせた中国の船舶が種子島
に到着し，鉄砲伝来したことが最初となる15。この時
代にすでに西洋諸国は鉄砲を使用し鉄を用いた文化を
発展していたということを意味しよう。しかし，驚く
べきことは，戦国時代（1493年－1590年）末期には日
本は50万丁以上を所持していたともいわれ，当時世界
最大の銃保有国となっていたことである16。その後，
ヨーロッパにおける鉄の文化発展は益々加速すること
となる。最初の自動車は蒸気機関で動く蒸気自動車
で，1769年にフランス陸軍の技術大尉ニコラ＝ジョゼ
フ・キュニョーが製作したキュニョーの砲車であると
言われている17。世界最初の実用的な蒸気船は，1783
年にフランス人であるクロード・フランソワ・ドロ
テ・ジュフロワ・ダバン（Claude-Francois-Dorothee, 
marquis de Jouffroy d'Abbans）によって作られた18。そ
して，1802年，リチャード・トレビシックがマーサー・
ティドヴィルのペナダレン製鉄所で高圧蒸気機関を台
車に載せたものを作った。これが世界初の蒸気機関車
とされている19。そのころの日本は，前述のように，
江戸の文化真っ盛りである。

　薩摩は生麦事件（1862年９月14日）を発端とし，
All Japanではなく英国と戦争する。いわゆる薩英戦
争（1863年８月15日－17日）20 である。薩摩側の砲台
によるイギリス艦隊の損害は，大破1隻・中破２隻の
他，死傷者は63人（旗艦ユーライアラスの艦長や副長
の戦死を含む死者13人，負傷者50人内７人死亡）に及
んだ。一方，薩摩側の人的損害は，諸説あるが以下の
ように言われている。祇園之洲砲台では税所清太郎

（篤風）のみが戦死し，同砲台の諸砲台総物主（部隊
長）の川上龍衛や他に守備兵６名が負傷した。他の砲
台では沖小島砲台で２名の砲手などが負傷した。市街
地では７月２日に流れ弾に当たった守衛兵が３人死
亡，５人が負傷した。７月３日も流れ弾に当たった守
衛兵１名が死亡した。また，物的損害は台場の大砲８
門，火薬庫の他に，鹿児島城内の櫓，門等損壊，集成
館，鋳銭局，寺社，民家350余戸，藩士屋敷160余戸，
藩汽船３隻，琉球船３隻，赤江船２隻が焼失と軍事的
な施設以外への被害は甚大であり，艦砲射撃による火
災の焼失規模は城下市街地の「10分の１」になったと
言われている。朝廷は島津家の攘夷実行を称えて褒賞
を下した。

　当時，世界最強を謳われたイギリス海軍が事実上勝
利をあきらめ横浜に敗退した結果となったのは驚きで
あり，当時のニューヨーク・タイムズ紙（図５：1863
年10月４日発刊）は「この戦争によって西洋人が学ぶ
べきことは，日本を侮るべきではないということだ。
彼らは勇敢であり西欧式の武器や戦術にも予想外に長
けていて，降伏させるのは難しい。英国は増援を送っ
たにもかかわらず，日本軍の勇猛さをくじくことはで
きなかった」と評している21。さらに，1863年11月15
日発刊のニューヨーク・タイムズ紙には，TheAnglo-
JapaneseWarと称して，この戦争の英国軍の戦いの結
果の悲惨さと，これを通じ西洋と日本の文化の差を詳
細に表している22。島津家は２万5000ポンドに相当す
る６万300両を幕府から借用して支払ったが，薩摩は

図５
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これを幕府に返さなかった。また，講和条件の一つで
ある生麦事件の加害者は「逃亡中」として処罰されな
かった。薩摩と英国の物語はまだ続く。明治になり，
明治 3年（1870年），英国人医師ウイリアム・ウイリ
ス（1837年－1894年）が鹿児島医学校兼病院（鹿児島
大学医学部前身）の創始者となった23。そして，これ
を基盤として鹿児島大学歯学部が生まれることにな
る。

　薩英戦争が終わり，英国をはじめ欧州，米国の国力，
文明の高さを見せつけられた薩摩はこれではまだまだ
追いつけないと思ったのであろう。薩摩は若き薩摩藩
士を密行によりイギリスに行かせることにした。この
手助けをしたのはグラバー氏であった。選抜された学
生たちは五代ら引率者とともに，元治２年（慶応１年，
1865年）１月18日に鹿児島城下を出発。薩摩郡串木野
郷羽島村（現在の鹿児島県いちき串木野市羽島）の港
から船の都合により２カ月ほどの待機を経た後３月22
日，トーマス・グラバーの持ち船であるオースタライ
エン号で密航出国した。このメンバーは後の明治時代
に活躍する錚々たる顔ぶれであった。イギリス到着
後，一行19名のうち，引率係の新納久脩，寺島宗則，
五代友厚と，通訳の関研蔵，年少の長沢鼎を除いた14
名が，３か月の語学研修ののち，ロンドン大学のユニ
バーシティカレッジの法文学部聴講生として入学し，
先に入学していた長州藩の留学生２名（井上勝と南貞
助）とともに学んだ。これは，西郷どんの NHKドラ
マにも登場し，このことが薩長同盟のきっかけとなっ
た24, 25。これらは幕末から明治維新にかけての激動の
なか，薩摩藩と長州藩が重要な役割を果たしていった
一つの軌跡である。

　2015年，「明治日本の産業革命遺産製鉄・製鋼，造
船，石炭産業」がユネスコから世界文化遺産に認定さ
れた25。鹿児島を含む全国８県11市にまたぐ日本の世
界遺産の一つである。残念ながら，鹿児島でもそのこ
とを知っている人は意外と少ない。この功績を世界遺
産に訴えた人こそ島津忠裕氏（島津氏第33代，島津興
行の現社長）であった。

　前述のように，アジアに西洋諸国の植民地化が進む
なかで，1851年薩摩藩主となった島津斉彬は，日本は
このままでは滅びてしまう危機感を抱き，それを食い
止め，さらに西洋に追いつけ追い越せと大砲，武器，
弾薬作りをはじめ，ガラス工芸，洋式帆船製造など製

鉄，造船などの産業や軍事力に強化に力を注いだ。ユ
ネスコがこの世界遺産「明治日本の産業革命遺産」に
認定したのは，西洋の鉄を主流とする近代文化が，初
めて西洋以外の地に根付いたことを意味しており26 鎖
国時代から明治維新にかけて，技術的，経済的に飛躍
していった日本において薩摩の貢献がいかに大きなも
のであることは言うまでもない。特に薩英戦争では，
薩摩があの英国に負けなかったという結果を生み出せ
た。これで，アジアの他の国のように植民地にはなか
なかできない印象を世界中に植え付けることができた
ことは，薩摩・鹿児島の大きな誇りであると思う。

　鹿児島大学歯学部では，昭和56（1983）年から毎年，
歯学部紀要を発刊し，歯学部における様々な活動を
紹介，広報してきた（http://w3.hal.kagoshima-u.ac.jp/35- 
organization/352-annals.html）。以前には，歯学部紀要
に以下の我々の宇宙実験のことを書かせていただい
た。
馬嶋秀行：国際宇宙ステーションにおけるヒト神経細
胞宇宙実験「Ｎｅｕｒｏ　Ｒａｄ」―ヒト長期宇宙滞
在　神経細胞に何がおこるか？鹿児島大学歯学部紀要，
30巻：23-31，2010.
　この歯学部紀要も今年度で終了し，発展的解消とし
て次の南九州歯学会誌にバトンを渡し，地域の歯科の
発展を目指し取り組んでいく。これも，鹿児島大学歯
学部の維新とも言えよう。
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「Hatton Awards 最終選考を終えて」

関　遥

鹿児島大学歯学部４年

　2018年７月24日，ロンドンにて開催された第96回
IADR Hatton Awardsの最終選考発表に参加させて頂き
ました（写真１：IADR London開会式）。
　訪れるには最も良い時期であると聞いていたため，
７月のロンドンはさぞかし涼しく過ごしやすいのだろ
う，と期待に胸踊らせておりましたが，颯爽と空港か
ら一歩足を踏み出すと，照りつける太陽と熱気に襲わ
れました。こんなはずではない，とすぐさま踵を返し，
涼しいであろう地下鉄に駆け込みました。
　話によりますと，イギリスのみならず，ヨーロッパ
は数十年ぶりのヒートウェーブであったそうで，高温
多湿の著しい鹿児島からやっと抜け出せると膨らませ
ていた期待は，30度を超えた気温と，帰宅ラッシュに
よりすし詰め状態となったクーラーの一切効いていな
い地下鉄の車内により無残にも打ち砕かれました。サ
ウナの如き地下鉄に揺られ，暑さと人の多さに，意識
朦朧としておりますと，アメリカ人旅行代理店員の
放った「あなた住んでるのとても南の田舎，東京から
遠い，だからチケット代高い，東京からロンドン安い」
という言葉と共に，地元鹿児島の不快指数が脳裏に蘇
ります。と同時に，飛行機に搭乗する前から心に張り
付いていた緊張も些か解けていく様な心持ちが致しま
した。
　常々，「私はこう見えて神経が細いのです。」と周囲
の先生方に声高に申し上げているのですが，どの際
も，間をおかず一笑に付されます。指導教官である後
藤教授におかれましては，いくら生きた心地がしない
のですと訴えようとも，なにを図々しいことを，と鼻
でお笑いになる次第でございます。会場である ExCeL 
Londonに着き，最終選考発表を待つ間も，同様であ
りました。IADRへの参加は初めてであるということ，
国際学会という高尚な場所でのアカデミックな発表も
初めてであるということから，今迄に体験したことの
ない緊張を全身に感じておりましたが，周囲の先生方
は，神経の過敏を訴える私に対し，懐疑的な目を向け
るのみでございます。

　落ち着かず会場を歩き回っておりますと，終に名前
を呼ばれます。急ぎ足で発表会場である部屋に入りま
すと，小ぢんまりした空間に，巨大なスクリーン，ス
クリーンに向かい左手にステージと演台，右手の長机
に審査員の先生がお二人いらっしゃいました。眼前に
迫る明らかに大きすぎるスクリーンに狼狽えておりま
すと，その動揺を感じ取ってくださったのか，審査員
の先生方は，「緊張しないで良いので，楽しみましょ
う。」と声をかけてくださいました。ところが前申す
通り，常ならず緊張していた為でありましょうか，存
在感が過大であるはずの巨大な演台を横目に，マイク
も手に取らず発表を始めてしまうという失態を演じて
しまいました。失態にも気づかないほどの焦りに加
え，マイクなしの聞き苦しい地声での発表であったに
も関わらず，お二人の先生方は発表内容に大変興味を
持ってくださり，質疑応答も終了予定時刻を超えて行
われました。
　練習の成果もあり，発表自体の出来には充足感を感
じておりましたが，反して，質疑応答は反省点の多い
ものとなりました。専門的な単語が理解できない，相
手の知りたい内容を正確に把握できない，わからない
質問に対しての冷静な対応ができない等々，緊張した
時やパニックになった時でもなんとか応対できるだろ
うと，過信しておりました自分の至らないところを存
分に思い知る大変に貴重な経験となりました。予想の
つかない質疑応答は常に恐怖の対象であります。質疑
応答を完璧に終えることができてこその発表であるこ
と，大切であるのは発表以上に質疑応答でのオーディ
エンスとのコミュニケーションであることを痛感致し
ました。その後も，27日のポスター発表で質問をくだ
さった先生方や，発表後に言葉を交わした Junior部門
での他国の代表の先生方から，自身の反省や研究に対
する姿勢など，多くのことを学ばせて頂きました。
　実を申しますと，ロンドンは今回で二度目の訪問で
ございます。体調は崩す，シーク教徒以外の人は冷た
い，物価は高い，飯は不味いという前回の体験から，
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あまり良い印象のないロンドンではありましたが，今
回の体験を受けまして，その悪印象も払拭されたよう
でございます。美味しいものがない，物価が高いとい
う点は主観的には紛う事なき事実ではありますが，
ウィスキーを心の糧としている自身の性質上，学会後
に訪れたスコットランドで浴びるほど飲んだウィス
キーがその全てを相殺致しました。
　学生のうちから，このように価値のある体験を得る
ことのできる素晴らしい機会を与えてくださった　鹿
児島大学歯学部歯科機能形態学　後藤哲哉教授， 
Hatton Awards国内選考での審査員の諸先生方，研究
発表のためご指導くださいました先生方，並びに大事
な最終号である本紀要に寄稿のお話を下さいました南
教授に心より感謝申し上げます。
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平成30年度年先端歯学スクールへの参加報告

松尾　美樹

口腔微生物学分野

　この度，当分野で研究をしています歯科矯正学分野　
院生の渡邉　温子　先生が，鹿児島大学歯学部代表と
して，先端歯学スクール2018に参加されました。私は
渡邉先生の研究指導教員として先端歯学スクールに帯
同させていただきました。この度，紀要への執筆の機
会を賜りましたので，平成30年度先端歯学スクールへ
の参加のご報告も兼ねまして，僭越ながら寄稿させて
いただきます。
　先端歯学スクールは，平成17年度から毎年開催され
ています。本スクールは，先端歯学国際教育研究ネッ
トワーク主催で毎年開催されるスクールであり，全国
の大学歯学部等が連携してスーパースチューデントを
育成する取り組みです。組織は平成17年度に立ち上が
り，翌年から公私立大学の参加を得て現在の連携枠組
みが形成されています。
　先端歯学スクールは，本ネットワークのもと，ネッ
トワーク委員から推薦を受けた各大学を代表する大学
院生が互いに切磋琢磨する格好の機会になっており，
挑戦的研究テーマに取り組む卓越した若手歯学研究者

を大学や組織の壁にとらわれることなく大きく育むこ
とで，学術の進歩とそれを通じて国民の健康，福祉に
寄与することを目標としているそうです。
　現議長は東京医科歯科大学　顎顔面矯正学　教授　
森山　啓司　先生で，今年度は東京医科歯科大学
M&Dタワーで開催されました。
　日程は２日間，１日目に開校式と各大学の学生発
表，２日目は教育講演と認定賞授与式，閉校式という
内容でした。
　今回のスクールは，大学院生の参加者は国立10校，
私立１校からの計11名，参加委員は26名，参加指導委
員は５名の総参加者42名で開催されました。
　２日間のタイムスケジュールは以下の通りです。
　１日目は，議長　森山先生による先端歯学スクール
2018の開講式のご挨拶の後，14～18時まで各機関から
の参加大学院生による学生発表が行われました。各大
学のそうそうたるご重鎮の先生方から，今まで受けた
ことはないであろう，厳しい質問の数々を受ける大学
院生の先生方，しかし，その質問にひるまず堂々と答

先端医学スクール2018開催日程表　８月23日（木）～８月24日（金）
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子発現系を応用した冷蔵保存不要・注射針不要なコメ
型経口ワクチンの開発を進めているとのことでした。
実際に，ワクチンの原料であるお米を育てているラボ
の写真を拝見し，分野を超えた研究が今後ますます重
要になるであろうと認識した瞬間でした。
　天野先生のご講演は，「近道だけが人生じゃない。
寄り道が人生を面白くさせる。」という，タイトルか
らはどのようなことをお話されるのか，全く予想でき
ない内容でしたが，実際，天野先生が歩んでこられた
多様な人生を織り交ぜ，その過程で起こった事件を面
白おかしくご講演くださいました。天野先生のご講演
から，人生の節目節目で色々な方に出会い，助けられ
ることで，人生は大きく変わること，そして，何より
あきらめない心とあくなき探求心が，研究者としては
非常に大切であるということを強く感じました。天野
先生は，多くの若手研究者が先の見えないゴールに向
かって走ることに疲れてしまうこともあるだろうけれ
ど，努力してあきらめなければ必ずゴールが見えると
いう，若手研究者への心強いエールを送ってください
ました。

える姿に，これまでいかに多くの研究の時間を割いて
こられたであろうかということがひしひしと感じられ
る素晴らしい発表でした。
　学生発表終了後は，大学内にある食堂で懇親会が開
催されました。ここでは，学生発表での緊張感とは正
反対の，大変和気あいあいとした雰囲気で進行し，学
生同士で交流を深める様子が見られました。
　２日目は，東京大学医学研究所　教授　清野　宏　
先生と，大阪大学大学院歯学研究科　教授　天野　敦
雄　先生の教育講演でした。
　清野先生のご講演は「粘膜免疫学創生から次世代型
ワクチン開発へ」という講演課題で，清野先生は，腸
の粘膜免疫研究の第一人者でいらっしゃり，今は教科
書等でも目にするようになった腸内細菌と免疫につい
ての多くの素晴らしいご報告されていらっしゃいま
す。清野先生らのチームは，これまでの基礎研究に加
え，腸の粘膜免疫研究から得られた知見をシーズとし
て臨床応用に向けての開発に着手されているというこ
とで，拝聴していてワクワクする内容でした。具体的
には，農学生命科学の技術を取り入れ，植物外来遺伝

上写真：学生発表における質疑応答
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　教育講演の後は，発表を行った学生たちに修了証書
が手渡され，議長の森山先生の閉会の辞をもって２日
間にわたるスクールは閉会しました。

　今回，このような素晴らしい会に参加させていただ
く機会を与えてくださいました口腔先端科学教育研究
センター委員長　小松澤　均　教授はじめ，鹿児島大
学歯学部長　宮脇　正一　教授に，この場をお借りし
て心よりお礼申し上げます。

タイムスケジュール，写真引用元：先端歯学国際教育
ネットワーク HPより

写真：２日目教育講演の様子

左：東京大学医学研究所 清野 宏 先生，右：大阪大学大学院歯学研究科 天野 敦雄 先生

先端歯学スクール修了証書を授与された参加学生さんたち

左から２番目が鹿児島大学 歯科矯正学分野 大学院３年（現４年） 渡邉 温子 先生
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かぎん未来創造プランコンテスト受賞報告

杉浦　剛

指導教員　顎顔面疾患制御学分野

　あの日のことは，とても鮮明に覚えている。
　平成30年９月初旬のある日の昼下がり。教授室のド
アがノックされた。
「歯学部４年の尾林です。杉浦先生ちょっとお時間い
いですか？」
　尾林さんは鹿児島大学生には珍しく要領よく何でも
そつなくこなすいわゆるスマートな学生。教室では一
番前の窓際に座っている。講義終わりには時々質問を
くれるので今日も口腔外科学の質問かな？と思って話
を聞いてみた。
尾林さん：「先生，私，実は起業を考えていまして。」
杉浦：「えっ？？？」
尾林さん：「訪問歯科診療って，なかなかニーズのあ
るところには届いてないような気がするんです。それ
に受け手側の歯科医師もレベルも違う，キャパも違
う。それをアレンジするシステムを作って売ろうかと
思うんです。」
　私は大変驚いた。彼女の言うことは的を射ていて，
大学でも十分な教育ができていない領域。超高齢化に
より訪問歯科診療のニーズは高まっているが受け手側
の歯科医師の偏在も問題になっているし，患者さん側
もどこに相談したらいいのかわからないという声も多
く聞いている。たまたま私は歯科部門改革の一策とし
て，訪問歯科診療で対応が困難な全身状態の悪い高齢
者を，短期入院集中歯科治療で受け入れられないか，
鹿児島市歯科医師会の先生方にニーズ調査をしていた
だいていたこともあり，なかなか鋭いことを考えるも
のだと感心した。でも起業って？さらに彼女は続け
る。
尾林さん：「美容室の予約アプリってあるじゃないで
すか。あんな感じで患者さんと歯科医師をもっと簡単
に繋げられるんじゃないかなと。」
　面白いけれど，ニーズや歯科医師会のこともある
し，そう簡単にはいかないよと若干現実的な話をして
みると，既にこの計画が「かぎん未来創造プランコン
テスト」の一次選考（書類審査）を通過しているとい

う。基礎データを見せてもらうと市場調査までちゃん
としている。自分だけでここまでするとは，素晴らし
い。
　彼女の相談は，２次選考はプレゼンテーションによ
る選考なのでアドバイスが欲しいということだった。
当分野にはかぎん文化財団賞を受賞した濵田講師もい
るので私と濵田で２次選考をブラッシュアップしたと
ころ，無事通過，最終選考のプレゼン選考では最高賞
の未来創造プラン大賞受賞に至った。
　受賞報告に教授室に来てくれた彼女に「これからが
大変だね。公に賞金をもらうと実現しなくちゃいけな
いし，収支報告もしていかなきゃいけないでしょ
う？」と聞くと，「いや，賞金なので，何に使っても
いいのです。実はもう使い道が決まっていまして。」
　現代っ子らしくて驚きもしたが，真面目過ぎるわけ
じゃないのだと少し安心した。尾林さんの未来創造プ
ランは鹿児島銀行の実務担当者を交え，実現に向け前
進中である。私達も引き続き，後見人としてサポート
を続けていくことになっている。鹿児島大学発・学生
発の事業になっていくのか，期待しつつ見守りたい。
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鹿児島大学歯学部学生海外研修報告

西谷　佳浩

歯科保存学分野

はじめに

　鹿児島大学歯学部のディプロマポリシー（学位授与
方針）の１つに，「離島を含めた地域および国際社会
における歯科医療の多様性を理解し，地域，国際社会
において幅広く活動する素養を身につけるとともに，
歯科医学，医療の社会的役割を理解することが出来る
能力」があります。鹿児島大学歯学部では，これに関
連する授業として「海外歯科研修プログラム」を開講
しています。具体的には，鹿児島大学歯学部と部局間
協定（学術交流協定）を締結した海外の歯学部を中心
に，学部学生が双方向で短期間の海外研修を行ってい
ます。現在研修可能な大学は北米，東南アジア，東ア
ジアにおいて６校であり（表１），2016年９月のカナ
ダ・ブリティッシュコロンビア大学での研修を皮切り
に，これまでに４年生または５年生の20数名が参加し
ています（表２）。また2019年の１月には台湾・高雄
医学大学の５年生３名が鹿児島大学歯学部において海
外研修を行いました。
　研修を終えた全ての学生から，非常に有意義な研修
であったことが報告されています。
　高雄医学大学の海外研修担当教員および学生から
も，鹿児島大学での海外研修に対して感謝されまし
た。

表1．2018年度に研修可能な大学

国 大学名
カナダ ブリティッシュコロンビア大学

インドネシア
アイルランガ大学
インドネシア大学

台湾
高雄医学大学
陽明大学

中国 香港大学

表2．鹿児島大学歯学部学生の海外研修実績

年度 研修先 参加人数 研修時期

2016
ブリティッシュコロン
ビア大学 4 2016年 9 月

アイルランガ大学 2 2017年 3 月

2017
アイルランガ大学 3 2017年 9 月
高雄医学大学 7 2018年 3 月
香港大学 2 2018年 3 月

2018

ブリティッシュコロン
ビア大学 3 2018年 9 月

アイルランガ大学 1 2018年11月
高雄医学大学 2 2019年 3 月

研修報告について

　2019年３月に高雄医学大学での研修プログラム（表
３），研修を終えた学生の報告書（一部抜粋）を示し
ます。

＜歯学部４年生　上床咲貴＞
　高雄医学大学の講義では英語のみで，全員が英語で
会話したり英語でカルテを書いたりすることができ，
同じ歯学部の学生として努力の差を感じた。また，台
湾では日本語を学ぶのが人気で，学生の１～２割が日
本語を話すことができ，三か国語を話せることに強く
感心した。一方で診療中の身なりについては自由で，
基本的にプロフェッションと身なりは関係ないという
のが彼らの考えとのことだった。さらに日本では治療
中に私語は慎むよう教育されている一方で，治療中で

表3．台湾・高雄医学大学（KMU）での研修プログラム
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も治療に関係のない話を医療者内でしていることも
あったが，歯科医療に限らず街の人々も同様に自由に
会話しながら働いていたこともあり，国の文化の違い
であるのだろうと感じた。その他，問診票に宗教や学
歴についての欄があったり，未だ歯科衛生士の制度が
なく，スケーリングなども歯科医師の仕事であること
を知ることができた。三年生の時の地域医療学実習で
開業医の診療の様子は見たことがあったが，大学病院
での治療は今回の研修が初めてで，興味深い症例をい
くつも見ることができ，多くの知識を得ることができ
たとともに，これからも研鑽に努めたいと思った。

＜歯学部４年生　伊地知南海＞
　ポリクリが始まっていなかったのでこの台湾の研修
は一足早く臨床実習を経験できたような気がして，と
てもいい経験になりました。また，授業がすべて終
わった後でわかる部分も多く，台湾の先生方も日本語
を話すことが出来る方もちらほらといて下さったおか
げで理解も深まったし，英語の単語知識を増やすこと
もできました。台湾の学生でも日本語を話すことが出
来る方が多くいることには，とてもびっくりしまし
た。さらにみんな独学だと聞いて，世界に進出してい
けるようにと大きな夢を持っていることに尊敬しまし
た。今現在，歯学部の授業の中で国際医療人育成学と
いうもので英語を学んでいますが，台湾にきて英語が
わからないと理解することもできないと少し感じたの
で，しっかり学習して身に付けていこうと思いまし
た。この研修はすごく自分の意識を高めることが出来
るものでもあったし，日本ではない国の歯科医師の姿
を見ることはとても勉強になることばかりで楽しかっ
たです。

おわりに

　「海外歯科研修プログラム」については，2019年度
も海外研修先が増える予定となっており，今後ますま
す海外研修の機会が増える予定です。同時に海外から
の学生受入れについても継続して行う予定です。海外
研修プログラムが，国際社会において幅広く活動する
素養の修得に貢献することが期待されます。
　最後に，学生が海外研修を行うにあたっては，複数
の委員会が関わり，多数の教員・事務担当者のサポー
トによって研修が成り立っています。関係者の皆様に
厚く御礼申し上げます。

図1．高雄医学大学の先生方

左から陳教授、王教授、李院長、伊地知さん、上床さん、西谷
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平成30年度　鹿児島大学歯学部公開講座実施報告

南　弘之

咬合機能補綴学分野

講 座 名： 高齢者の誤嚥性肺炎防止に関する解剖学
的，生理学的，細菌学的解説

開 催 地： 薩摩川内市川内文化ホール
開催日時： 平成30年12月１日（土）16：00～19：00
主　　催： 鹿児島大学歯学部
 鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 地域

連携高齢者歯科医療学センター
共　　催：薩摩川内市歯科医師会
 鹿児島県歯科医師会
 （在宅療養支援歯科診療所の施設基準研修

会を兼ねる）
後　　援：鹿児島大学 産学・地域共創センター

講座の趣旨・内容：
　誤嚥性肺炎の原因の１つは，嚥下機能障害のため唾
液や食べ物などと一緒に細菌を気道に誤って吸引する
ことである。嚥下機能の低下した高齢者，脳梗塞後遺
症やパーキンソン病などの神経疾患や寝たきりの患者
に多く発生し，生命に関わることもある重大な疾患で
ある。対処法として，口腔ケアの徹底や嚥下指導が重
要視され，歯科医療従事者が関わる機会も増えている
ことから，本講座では，加齢に伴う咀嚼・嚥下機能に
関わる解剖学的・生理学的変化と，細菌に対する対処
法について解説した。

受講対象者：
　高齢者歯科診療，訪問歯科診療に携わる方

プログラム

１．挨拶，導入 司会進行　南 弘之
２．開会の辞・挨拶
 薩摩川内市歯科医師会　宇都 博幸 会長
３．加齢に伴う顎骨と筋群の解剖学的変化
 解剖法歯学分野　田松 裕一 教授
４．高齢者の誤嚥性肺炎防止に関する生理学的解説
 口腔生理学分野　齋藤 充 教授

５．誤嚥性肺炎とその防止のための細菌学的示唆
 口腔微生物学分野　小松澤 均 教授
６．閉会の辞
 薩摩川内市歯科医師会　銀屋 一彦 副会長

　本年度の歯学部公開講座は，平成30年12月１日（土）
に，薩摩川内市川内文化ホールにて，薩摩川内市歯科
医師会および鹿児島県歯科医師会の共催，鹿児島大学 
産学・地域共創センターの後援のもと，在宅療養支援
歯科診療所の施設基準研修会を兼ねて開催された。
　講演は，薩摩川内市歯科医師会の宇都 博幸 会長に
よる開会の辞で始まった。
　最初に田松教授が，歯の喪失に伴う顎骨の形態変化
と，摂食・嚥下に関与する筋群とそれらの加齢に伴う
変化について，剖出写真を用いて示された。続いて齋
藤教授は，正常な咀嚼・嚥下を促す因子とそれらの加
齢変化，問題への対処法について，解剖学的要素も交
えて解説された。最後に小松澤教授は，誤嚥性肺炎の
起炎菌と防止策，薬剤耐性菌と抗菌薬の適正使用に関
する講演に加えて，歯学部の教育についても紹介され
た。
　講演後に，薩摩川内市歯科医師会の銀屋 一彦 副会
長より閉会の辞を頂き，公開講座を終了した。
　出席者は，歯科医師22名，歯科衛生士４名の計26名
であった。各演題とも熱のこもった講演となり，十分
な質疑応答の時間が確保できなかったが，講演終了後
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に講師に直接話しかける参加者もみられた。また，「多
くの研修会があるがこのようなベーシックな研修会は
なかなか無いので大変興味深く為になった」，「３人の
教授の先生方の講義を続けて受けるのは学生の時以来
で感慨深いものがあった」などの感想が寄せられた。
　講座終了後には薩摩川内市歯科医師会の忘年会を兼
ねた懇親会に招いていただいた。宇都会長をはじめと
する鹿児島大学の卒業生や，鹿児島大学のいずれかの
講座に在籍しておられた先生もおられ，非常に活発な
交流の機会となった。大学と歯科医師会の関係強化，
また大学と地域の橋渡しの役目を十分に果たしたと考
えている。

　最後に，本公開講座の開催にあたりご尽力いただき
ました，薩摩川内市歯科医師会の重田 浩樹 専務理事，
鹿児島県歯科医師会の黒木 敦朗 会員部会担当常務理
事，鹿児島県歯科医師会の事務局の方々をはじめ，実
務に携われた皆様に厚くお礼申し上げます。また，公
開講座の準備・実施にご助言，ご尽力いただいた，鹿
児島大学大学院医歯学総合研究科等事務部総務課庶務
係の楠原 良成 係長を始めとする関係諸氏に感謝いた
します。
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編 　 集 　 後 　 記
　鹿児島大学歯学部紀要　第39巻をお届けします。
　歯学部紀要は，学部創設から４年後の昭和56年（1981年）に第１巻が刊行されました。
附属病院は開院していましたが，まだ全ての講座は揃っていない頃です。ご存知のよう
に紀要は，研究発表を中心とするものや，総説を中心とするものなど，その発行母体に
より様々です。歯学部紀要は，その第１巻の「編集の基本方針」に「原則として原著論
文は掲載しない。この理由は，各分野における先端的な研究成果はむしろそれぞれの専
門誌に発表されることが望ましいからである。」ことを明記しました。そして，「なお，
上記のほか，歯学部における活動状況や学部内のうごきなどについても，必要に応じて
掲載する。」と続けています。紀要はこの方針を引き継いで，39年の長きにわたり発行
されてきました。
　本年，鹿児島大学歯学部は新たに学会を発足させ，その機関紙である学術雑誌が発刊
される予定です。これは，紀要はなしえなかった「各分野の先端的な研究を原著論文と
して発表する」ことを可能にすることとなり，同時に，歯学部紀要は39巻目でその役目
を終えることになりました。折しも，元号が平成から令和へと変わるなか，鹿児島大学
歯学部にとってはいわば維新であり，重大な節目を迎えていることは間違いありませ
ん。
　最終巻の編集に立ち会えたことを，学術刊行部会員一同，大変光栄に思います。これ
まで紀要の編纂にご協力いただきました全ての皆様に敬意を表するとともに，鹿児島大
学歯学部紀要の終刊をご報告申し上げます。
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